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日本協同組合学会 第29回春季研究大会のご案内 
 

日時：2010年5月29日（土）                           
論題:レイドロー報告30年 協同組合運動におけるその意義と現代性 
会場：東京農業大学 世田谷キャンパス（東京都世田谷区桜丘1-1-1） 

１号館4Fメディアホール 

[交通手段] 

●山の手線  渋谷駅下車(渋谷駅西口）   

バス＜渋谷駅～農大前＞（30分位）  

      小田急バス：成城学園前駅西口行／調布駅南口行 

      東急バス：成城学園前駅西口行／祖師ヶ谷大蔵駅行 

    ●小田急線  

     ・ 経堂駅下車   南へ徒歩15分 

・ 千歳船橋駅下車  南へ徒歩15分  

     バス＜千歳船橋駅～農大前＞（5分位）  

渋谷駅行／等々力操車所行／用賀駅行 

●東急田園都市線 用賀駅下車  徒歩20分 

     バス＜用賀～農大前＞（10分位） 世田谷区民会館行／祖師ヶ谷大蔵駅行 

● 東急東横線 田園調布駅下車   

      バス＜田園調布駅～農大前＞（30分位） 世田谷区民会館行 

  受付：9:10 

  シンポジウム 9:30～17:00  

  懇親会 17:15～19:15 東京農大生協グリーン                              

＜申込案内＞ 

  参加費： 1,500円   報告要旨集のみ希望者：1,700円（送料込） 

  懇親会参加費：4,000円 

   参加・不参加等同封の葉書に必要事項を記入の上、5月14日（金）必着で送付ください。 

また、参加者・報告要旨集希望者は下記学会口座に5月21日（金）までに送金願います。 

 振替口座  ゆうちょ銀行口座番号 00180-3-417518  加入者名 日本協同組合学会 
（＊第29回春季研究大会用専用の振替口座です。それ以外の振込には使用しないでください。） 

 

実行委員会連絡先 

東京農業大学国際食料情報学部国際バイオビジネス学科   

木原高治  03-5477-2723   kihara@nodai.ac.jp 
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日本協同組合学会 第29回春季研究大会プログラム 
学会本部からのお知らせ                         9:20～9:30 

開会・会長および開催校挨拶                       9:30～9:40            

１．座長問題提起                            9:40～9:55  

   「レイドロー報告30年～協同組合運動におけるその意義と現代性」 堀越芳昭（山梨学院大学） 

２．報告 

   第1報告 ：レイドロー報告３０年と国際協同組合運動・協同組合原則  9:55～10:30  

      白石正彦（東京農業大学総研農協研究部会） 

   第２報告：レイドロー報告３０年と協同組合セクター論             10:30～11:05           

      鈴木岳（公益財団法人 生協総合研究所） 

   第３報告：レイドロー報告３０年と協同組合民主主義                 11:05～11:40                      

      杉本貴志（関西大学） 

   第４報告:レイドロー報告３０年と４つの優先分野の今日性          11:40～12:15 

      澤口隆志（市民セクター政策機構） 

                     （昼食）                                   12:15～13:15           

 ３．コメント 

  第１コメント 堀内光子（文京学院大学大学院)                    13:15～13:30 

   第２コメント 内山哲朗（専修大学）                              13:30～13:45           

    第３コメント 竹信三恵子（朝日新聞社）                          13:45～14:00 

    第4コメント 櫻井勇（社団法人JA総合研究所）                   14:00～14:15 

 ４．コメントへの回答                         14:15～14:55           

                 （休憩）                                  14:55～15:15           

５．一般討論                                                       15:15～16:35           

 ６．座長総括                                                       16:35～16:45           

閉会・副会長挨拶                                                     16:45～16:55           

学会本部からのお知らせ                         16:55～17:00 

懇親会      東京農業大学…東京農大生協グリーン                 17:15～19:15 

 
〈座長問題提起〉 

レイドロー報告30年～協同組合運動におけるその意義と現代性 

堀越芳昭（山梨学院大学） 

2010年はレイドロー報告の30周年にあたる。
そこで日本協同組合学会は、春季研究大会にお

いて同報告の歴史的意義と今日性について基

本的な検討を行い、秋の大会においては世界と

日本のその後の動向や実態を踏まえ同報告の

全面的な検討を行い、今後の協同組合運動の課

題と展望を明らかにすること、これを本年の研

究課題とすることになった。 
この 1980年 ICA第 27回モスクワ大会にお
ける「レイドロー報告」（「西暦 2000年の協同
組合」）は、事業優先志向や信頼の危機・経営

の危機を経て思想上の危機にある当段階にお

いて、それに至った世界的な協同組合の有り様

との決別を意味する。したがって同報告は、「全

世界的な協同組合運動の新しい時代の先ぶれ」

として、「全人類の正義にもとづいた新しい世

界と社会秩序の建設に貢献するという協同組

合の仕事の出発」（同報告第 1 章より）として
位置づけることができる。すなわちレイドロー

以前との断絶性、レイドロー以後との連続性の

上にある、21世紀協同組合運動の出発点とする
ことができるであろう。 
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このレイドロー報告はわが国ではとりわけ

大きな関心を呼び、1981 年本協同組合学会の
創立をはじめ、協同組合の研究や運動・実践に

多大な影響を与えてきた。現在改めて同報告の

意義や影響を確認することは今日の世界と日

本の協同組合において重要な意味をもつであ

ろう。 
世界と日本の協同組合運動とそれをめぐる

環境条件のその後の動向がどのように展開し

ているか、同報告の基本視点や提起された課題

は大きく変化したのか。それともその問題提起

はより深化したものと受け止めるべきか。そし

て、今日における世界と日本の社会経済的基本

問題が一体何であり、それに対する協同組合運

動の課題は何かが検討されなければならない

であろう。 
そこで春季研究大会は、レイドロー報告の歴

史的意義とその今日的意味について、①国際協

同組合運動の展開方向と協同組合原則、②報告

の背後にある中心的理論たる協同組合セクタ

ー論の検討、③報告の中心的課題である協同組

合民主主義について、④報告の主要提起である

４つの優先分野とその今日性、といった４つの

課題に焦点を当てて検討することとする。 
 
研究大会会場での書籍の販売について 

事前申し込みをお願いします。以下の項目を下記まで e-mailでご送付下さい。 
団体名（個人の場合は個人名）・会員 or会員外・担当者名 
連絡先の住所〒電話番号 e-mail ・展示や販売物の概要    

申し込み締切：4月21日(水) 必着 
送付先：常任理事 山口浩平 宛 kouhei.yamaguchi@jccu.coop 

 
2009年度日本協同組合学会 第２回理事会開催案内 

 第 29回春季研究大会前日の 5月 28日（金）に、2009年度第2回理事会が下記の要領で開催され
ます。ご出席くださいますよう、ご案内いたします。詳細は別便でお送りいします。 
日  時：2010年5月28日（金） 18:00～20:00 
会  場：都内会場を予定 
 ※第2回理事会に関するお問い合わせは下記までお願いいたします。 

〒100－6837東京都千代田区大手町1‐3‐1JA全中教育部内 田村政司        

Tel：03-6665-6260  E-mail:coopstudies-jimukyoku@zenchu-ja.or.jp 
 

日本協同組合学会 第30回大会個別論題報告の募集 
第 30回大会は佐賀大学で 10月 23日（土）～24日（日）に開催されます。第２日目の 10月 24
日（日）に個別論題報告が行われます。個別論題報告の申し込みは８月 22 日まで、報告要旨原稿
提出の締め切りは９月19日です。多数のご応募を期待しています。 
個別論題申し込みおよび要旨提出先は、以下のとおりです。 

〒214－8571 川崎市多摩区東三田１－１－１ 明治大学農学部 大江徹男  
Tel:044-934-7126  E-mail:ohe@isc.meiji.ac.jp 

【申し込み要領】 
  下記を明記して葉書またはメールで応募してください。 
①報告の論題 （タイトル）⇒出来る限り変更のないようにしてください。 
②会員氏名  
③所属機関  
④パワーポイント使用の有無 
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【個別報告要旨原稿の書き方及び提出方法】＊厳守してください。 
個別報告を申し込まれた方は、下記の要領で原稿を作成して提出してください。 
★９月19日(日)必着です。締切を厳守してください。 

   要旨集はオフセット印刷により作成されます。オフセット印刷とは、著者の原稿（Ａ４判）を

そのまま原版とし、本誌と同じ大きさ（Ｂ５判）に縮小して製版・印刷するものです。 
①用紙：原稿は必ずＡ４判の用紙を使用し、和文タイプライターまたはワードプロセッサーで印

字のうえ提出してください。 個別報告 の要旨は一題につき１枚（1344字）以内とします。  
②文字の色と大きさ：印字の色は黒を使用してください。活字の大きさは10.5ポイントあるいは
それに準ずる大きさでお願いします。英文の場合も和文活字に準じた大きさでお願いします。

文字の大きさは必ずしも10.5ポイントでなくても結構ですが、その場合、後述のように、用紙
の余白、１行文字数（42字）、１頁行数（36行）になるように調節してください。 

  ③本文の文字数と組版方式：用紙に印字される際には次の要領を必ず守ってください。  
●Ａ４判用紙に横組で、余白を上 18mm、下 20mm、左右 22mmずつとって、1行 42字で

36行（1512字、英文の場合 450語）になるようにしてください。（この場合、１行は16.6cm
の幅になり36行は上下26.0cmになります。）  

    ●１枚目には論題、氏名、所属機関を印字してください。活字の大きさは論題16ポイント、 
氏名と所属機関12ポイントでお願いします。1行あけて本文の印字をお願いします。 
（この分で通常の５行分に相当します。） 
したがって、文字数は、１枚目用紙は和文1302字（１行42字で31行）・英文の場合は 400 
語、２枚目以降の用紙は1512（１行42字で36行）・英文の場合は 450語以内になります。  

     ●図・表も字数内で原稿用紙に張り付けてください。  
    ●ページは鉛筆で用紙の右下に記入してください。 
  ④原稿の提出方法：フロッピーディスクとプリントアウトしたもの・Eメールの添付ファイルのい 

ずれかでお願いいたします。 
⑤原稿の提出の際、氏名・連絡場所の住所・電話・E-mailアドレスをお知らせください。 

 
 

会員メーリングリストへの
登録のおさそい 

当学会では、会員どうしの情報交

換、学会からのお知らせ等のための

メーリングリストを開設しておりま

す。現在、約100名の方が登録され

ています。メーリングリストへの登

録をご希望の方は

coopstudies-jimukyoku@zenchu-ja.or.jp 

へご連絡ください。 

 
 
 

 
 

☆学会賞の推薦をお願いします☆ 
推薦期間：2010年1月16日（土）から 

2010年7月31日（日）までの7ヶ月間。 

推薦対象：2010年6月末までの３年6ヶ月間に刊行され

た著書、論文またはそれに準ずるもの。  

推薦方法：２名以上の本会普通会員の連名による推薦を

得る。 

選考対象の研究業績の現物、著者または著者

代表者の業績一覧及び履歴書各１部を添えて

推薦状を提出する。  

推薦をする場合には、学会事務局（JA全中教

育部）に連絡のうえ、所定の推薦書様式を入

手して下さい。 
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！会費納入のお願い 
  会費未納のかたは5月末日までにお振込み下さるようよろしくお願いします。 

振込みの際は必ず会員番号をご記入いただきますようお願い致します。とくに団体名で送金い

ただきますと、会員の特定が困難となり他の会員の皆様にご迷惑をおかけしてしまうことにな

りますので、よろしくお願い致します。 

            （1）ゆうちょ銀行振替 加入者名  日本協同組合学会 

            口座番号  00140-5-557520 

        

         （2）農林中央金庫 本店（958） 日本協同組合学会 

            口座番号 NO.5026910 

 

 

 

 

 

その１  

今後、ニュースレターのコンテンツを整え、会員の皆さまからの記事を公募していく予定で 

す。実施にあたってご意見等ありましたらお寄せ下さい。 

 

   その２ 

（財）協同組合経営研究所より 

研究誌「にじ」の「レイドロー報告30年記念特集」 

研究誌『にじ』春号（2010 年３月下旬発行）で、「『レイドロー報告』から 30 年 国

際協同組合運動の課題と展望」をテーマに特集を行いました。 

 「『レイドロー報告』を理解することが、協同組合運動の『深さ』と『厚さ』を理解す

ることに繋がってくれれば、と本誌は願っている」（本誌編集委員会委員長中川雄一郎氏）。 

       協同組合に関わる多くの人びとのご講読をお願いします。 

＜研究誌「にじ」（「レイドロー報告30年記念特集」の執筆者＞ 

〔総括編Ⅰ〕（イアン・マクファーソン、中川雄一郎、白石正彦） 

〔総括編Ⅱ〕（小池恒男、田中秀樹、大江徹男、山尾政博、李中華、大島一二） 

〔個別事例編〕（青柳斉、石塚秀雄、田中夏子、太田原高昭） 

〔各種協同組合代表者に聞く〕 

全国農協中央会 会長 茂木守/日本生協連 会長 山下俊史 

全漁連 会長 服部郁弘/全森連 会長 林正博/日本労協連 理事長 永戸祐三 

＜購読申込方法＞ 

(1) 2010年「春号」のみ購読：1,600円（別途送料） 

(2) 定期購読（年４回発行）：6,400円（税込・送料込み） 

※申込先：（財）協同組合経営研究所  

〒101－0003 東京都千代田区一ツ橋2-4-3光文恒産ビル７階 

電話：03-5214-0855  ＦＡＸ：03-5214-0082 

Ｅメール：cri@kyodo.or.jp 

お知らせ
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第29回春季研究大会会場 

◇大会会場：１号館 4F メディアホール （下記図の１の建物） 

 
                        〈経堂駅方面〉 

 
                         〈農大前バス停方面〉 

１号館 4F 案内図 

東京農業大学世田谷キャンパスまでの交通経路 

 

 


